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第
４
章

江
戸
時
代

江
戸
時
代
に

「鹿
籠
」
を
治
め
た
の
は
、
喜
入
氏
で
す
。

喜
入
氏
は
、
島
津
家
９
代
当
主
忠
国
の
七
男
忠
弘
を
祖
と
し
て
い
ま
す
が
、
鹿
籠

（枕
崎
）
を
治
め
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
喜
入
家
５
代
の
季
久
か
ら
で
す
。
以
下
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

季
久

―

久
道

―

忠
続

―

忠
高

―

忠
長

―

久
亮

―

久
致

―

久
峯

―

久
茂

―

久
福

―

久
量

―

久
欽

―

久
通

―

久
高

―

久
博

島
津
家
は
、
家
臣
の
家
格
を
、
上
か
ら
順
に
、

一
門
家

・
一
所
持

・
一
所
持
格

・
寄
合

・
寄
合
並

・
小
番

・
新
番

い
つ
し
よ
も
ち

（以
下
略
）
と
し
て
い
ま
し
た
。

一
門
家
は
、
最
も
重
い
家
格
で
、
い
ず
れ
も
給
地
高
１
万
石
以
上
で
、
島
津
本
家
の
二
男
家
、
ま
た
は
準
二
男
家

で
す
。
加
治
木
家

・
垂
水
家

・
重
富
家

・
今
和
泉
家
の
４
家
で
す
。

一
所
持

・
一
所
持
格
は
、

一
門
家
に
次
ぎ
、
島
津
氏
の
三
男
以
下
ま
た
は
由
緒
あ
る
家
柄
で
、
私
有
地
を
支
配
し

い
つ
し
よ
も
ち

て
い
ま
し
た
。
鹿
籠
の
領
主
、
喜
入
家
は
、

一
所
持
の
家
柄
で
す
。

い
つ
し
よ
も
ち
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下
写
真
は
、
喜
入
家
累
代
の
墓
地
で
す
。

島
津

一
門
で
あ
る
喜
入
家
が
、
「喜
入
」
の
姓
を
名
乗

っ
た
の
は
、
１
５
５
８
年
に
所

領
の
地
を
も

っ
て
称
号
と
定
め
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
当
時
、
５
代
季
久

は
喜
入
を
領
し
て
い
た

（後
に
鹿
籠
に
移
る
）
の
で
、
喜
入
氏
と
な

っ
た
の
で
す
。

鹿
籠
は
、
鹿
籠
四
十
町
と
さ
れ
、
２
０
０
０
石
の
領
地
で
し
た
。
元
禄
年
間

（
１
７

０
０
年
頃
）
に

代
久
亮
が
２
７
０
余
石
を
加
増
さ
れ
、
２
２
０
０
余
石
の
領
地
に
な

10

っ
て
い
ま
す
。

江
戸
初
期
の
人
口
は
１
０
０
０
人
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
１
７
６
７
年
の

『
鹿
籠
名
数
記
』
に
よ
れ
ば
、
３

０
０
０
余
石
と
な
り
、
人
口
は
８
１
５
６
人
で
す
。
幕
末
の
頃
に
は
、
４
２
０
６
石
余
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
口
に
つ
い
て
は
、
１
８
２
６
年
に
１
万
２
４
８
人
に
な

っ
て
い
ま
す
。

日
本
地
図
で
有
名
な
伊
能
忠
敬
は
、
１
８
１
０
年
に
枕
崎
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の

「九
州
東
海
辺
沿
海
村

順
」
に
は
、
家
数
１
１
８
７
と
あ
り
ま
す
。
本
村
３
４
４

・
枕
崎
村
１
５
６

・
板
敷

・
小
湊
１
２
３

・
木
原

・

83

52

白
沢
津
浦

、
ほ
か
に
喜
入
氏
家
来
１
６
０
軒
と
な

っ
て
い
ま
す
。

96
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鹿
籠
領
主
で
あ
る
喜
入
家
の
中
で
、
特
に
名
君
と
さ
れ
る
の
が
、

代
久
亮
で
す
。

ひ
さ
あ
き

10

久
亮
は
、
島
津
家
当
主
島
津
光
久
の
９
男
と
し
て
、
１
６
５
８
年
、
江

戸
で
生
ま
れ
、
江
戸
で
育
ち
ま
し
た
。
９
代
の
忠
長
に
跡
継
ぎ
が
い
な
か

っ
た
た
め
、
１
６
６
３
年
、
６
歳
で
、
喜
入
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

歳
で

29

国
老

（薩
摩
で
の
家
老
）
と
な
り
、
以
後

年
間
在
職
し
ま
す
。
鹿
児
島

20

の
荒
田
に
屋
敷
が
あ
り
、
ふ
だ
ん
は
荒
田
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
１
７

０
６
年
に
隠
居
し
て
か
ら
は
、
鹿
籠
に
移
り
住
み
、
１
７
２
２
年
、

歳
65

で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

久
亮
は
、
領
内
の
開
拓
に
心
を
傾
け
、
西
鹿
籠
の
開
墾
、
牛
野
新
田
や
木
原
新
田
の

開
田
、
別
府
の
開
拓
、
田
布
川

（右
写
真
は
田
の
神
様
）
の
給
地
な
ど
に
努
め
、
鹿
籠

（枕
崎
）
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
人
で
す
。
大
塚
地
区
に
井
ぜ
き
を
設
け
、
用
水
路
を

整
備
し
て
、
今
の
立
神
小
学
校
西
方
か
ら
田
畑
地
区
や
木
原
地
区
の
開
田
を
し
た
り
、

花
渡
川
及
び
中
瀬
川
流
域
の
開
田

・
別
府
の
開
田
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

Ⅱ
部
で
詳
し
く
述
べ
る
枕
崎
の
カ
ツ
オ
漁
に
も
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

ま
た
、
１
万
句
に
も
及
ぶ
連
歌
集

「万
句
賀
親
乾
」
（左
写
真
）
も
残
し
て
い
ま
す
。

ば

ん

く

が

し

ん

こ

ん



- 4 -

連
歌
と
は
、
２
人
以
上
で
和
歌
の
上
の
句
と
下
の
句
を
詠
み
続
け
て
い
く
形
式
の
歌
で
す
。
最
初
の
５
０
０
０
句

よ

は
山
本
度
好
と
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
残
り
の
５
０
０
０
句
は
１
人
で
詠
ん
で
い
ま
す
。

．
５

ｍ

（裏
表
）
の
長
さ

91

で
す
。

こ
の
頃
、
鹿
籠
金
山
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
籠
の
郷
士
有
川
夢
宅

（次
頁
右
写
真
は
有
川
の
墓
）
が

世
紀

17

末
に
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
掘
り
始
め
た
の
は
、
１
６
８
３
年
で
す
。
当
初
は
、
領
主
の
喜
入
久
亮
が

事
業
を
経
営
し
ま
し
た
が
、
後
に
藩
の
直
営
と
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
加
世
田
郷
の
中
山
地
区
を
鹿
籠
郷
に
編
入

し
ま
し
た
。

幕
府
の
奨
励
も
あ
り
、

世
紀
初
期
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
幕
府

18

へ
の
報
告
書
に
は
、
年
産
金
額
は

～

貫

（約

㎏
）
、
働
く
人
は
３

15

16

60

０
０
余
人
と
あ
り
ま
す
。

か
月
も
続
け
て
、
月
に

貫
ず

つ
生
産
し

36

36

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
に
な

っ
て
、
個
人
の
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和

年
に
金
鉱
業
整
備
令
が
あ
り
、
閉
山
し
ま
し
た
。

18
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１
６
６
６
年
に
は
、
四
本
六
兵
衛
が
自
分
の
居
宅

（今
の
国
見
病
院
の
場
所

写

真
）
を
喜
入
久
亮
に
贈
り
、
久
亮
は
こ
れ
を

「御
仮
屋
」
に
し
て
い
ま
す
。
領
主
の

お

か

り

や

領
地
入
り
や
藩
主
な
ど
来
賓
の
接
待
、
さ
ら
に
幕
府
の
役
人
で
あ
る

「浦
廻
上
使
」

の
宿
舎
や
藩
主
の
宿
泊
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

薩
摩
藩
の
支
配
体
制
と
し
て
、
外
城
制
に
よ
る
郷
士
制
度
と
、
農
政
と
し
て
の
門
割

と
じ
よ
う

か
ど
わ
り

制
度
が
あ
り
ま
す
。

外
城
制
は
、
鶴
丸
城
の
他
に
、
領
内
を
１
１
３
の
区
画
に
割

っ
た
も
の

（普
通
に
は
郷
と
い
う
）
で
す
。
郷
士
と

は
、
そ
の
郷
に
住
ん
で
い
た
武
士
を
指
し
ま
す
。
郷
士
は
、
「農
村
居
住
を
原
則
と
し
な
が
ら
百
姓
で
は
な
く
、
し

か
も
武
士
的
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
た
」
（『
日
本
史
大
事
典
』
）
の
で
す
。

門
割
制
度
は
、
「
一
村
を
数
方
限
に
分
け
名
主
が
頭
と
な
り
、
方
限
は
ま
た
い
く

つ
か
の
門

（百
姓
の
組
）
に
分

ほ
う
ぎ
り

け
て
、
名
頭

（
乙
名
）
が
数
家
部
の
名
子
ら
の
頭
と
な

っ
て
い
る
生
産
共
同
体
」
（『
日
本
史
大
事
典
』
）
で
す
。
各

み
よ
う
ず

お

と

な

門
ご
と
に
年
貢
や
賦
役
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

鹿
籠
の
門
数
は
、
『
鹿
籠
名
数
記
』
に
よ
れ
ば
、

門
で
、
平
均
で
１
門
が

石
余
だ

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

84

20
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な
お
、
明
治
に
な

っ
て
、
全
員
が
名
字
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
分
の
い
た
門
名
を
名
字

に
し
て
い
ま
す
。

薩
摩
藩
の
外
城
に
は
、
藩
直
轄
の
地
頭
地
と

一
所
持
の
私
領

（
一
所
地
）
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
籠
は
、
喜
入
氏
世

い
つ
し
よ
も
ち

襲
の
私
領
で
す
。
喜
入
家
の
当
主
は
、
ふ
だ
ん
は
鹿
児
島
の
荒
田
に
い
ま
し
た
が
、
鹿
籠
を
治
め
る
政
治
は
、
桜
之

城
跡

（今
の
桜
山
小
の
場
所
）
に
役
所
を
設
け
ま
し
た
。
お
お
む
ね
４
人
の
役
人
が
い
て
、
そ
の
配
下
に
書
役

（記

録
係
）
数
人
が
い
ま
し
た
。

鹿
籠
の
武
士
は
、
喜
入
家
の
家
来
、
い
わ
ゆ
る
、
家
中
士
で
、

家
が
あ
り
ま
し
た
。
家
中
士
を
３
組

（リ
ー
ダ

57

ー
を
与

頭
と
言
い
ま
す
）
に
分
け
、
領
内
の
担
当
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ

「東
鹿
籠

・
枕
崎

・
別
府
」
「西
鹿
籠
の

く
み
が
し
ら

内
、
坊
街
道
よ
り
南
」
「坊
街
道
よ
り
北
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
分
け
を
み
て
も
、
今
の
桜
山
地
区
が
当
時
の
中
心
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
園
見
岳
と
宗
前
岳
の
裾
野
に
、
「鹿
籠
牧
苑
」
と
い
う
喜
入
氏
の
牧
場
が
あ
り
ま
し
た
。
広
さ
は

町
歩

か

ご

ぼ

く

え

ん

30

（約

ｈ

ａ
）
で
、
１
７
６
７
年
に
は
領
主
放
牧
馬

頭
、
家
中
放
牧
馬
１
３
０
頭
が
い
ま
し
た
。

30

58

薩
摩
の
画
家
、
馬
場
伊
蔵

（
１
８
５
４
年
没
）
の

「枕
崎
風
景
画
」
（次
ペ
ー
ジ
右
上
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。
坊
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津
の
耳
取
峠
か
ら
枕
崎
の
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
で
、
当
時
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

な
お
、
右
下
写
真
は
現
在
の
耳
取
峠
か
ら
の
も
の
で
す
。

幕
末
に
は
、
外
国
船
が
近
海
に
出
現
す
る
傾
向
が
出
て
き
た
し

た
。
そ
こ
で
、
１
８
４
４
年
に
は
、
薩
摩
藩
は
、
枕
崎
の
瀬
崎
に
、

台
場

（左
写
真
は
台
場
公
園
）
を
築
い
て
、
大
砲
８
門
を
据
え
付

け
、
鹿
籠
の
武
士
に
命
じ
て
警
備
に
あ
た
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

枕
崎
の
異
国
船
遠
見
番
所

（今
の
岩
戸
で
す
）
は
、
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
、

一
時
廃
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
７
９
８
年
に
は
再
開
し
て
い
ま
す
。
「駆
け
付
け
馬
」
と
い
う
制
度
を

設
け
、
外
国
船
が
通
行
す
る
度
に
、
家
臣
は
枕
崎
に
集
ま
り
、
鹿
児
島
に
急
報
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。

１
８
５
１
年

月
に
は
、
藩
主
の
島
津
斉

彬
が
、
鹿
籠
の
松
之
尾
浜
で
、
久
志

・
秋
目

・

な
り
あ
き
ら

10

坊
泊
、
鹿
籠
、
知
覧
、
頴
娃
、
指
宿
、
今
和
泉
の
各
郷
の
教
練
を
検
閲
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
海
難
事
故
と
し
て
、
１
８
５
０
年
、
暴
風
の
た
め
枕
崎
の
漁
船

一
艘
が
種
子
島
近
海
で
遭
難
し
、
14
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名
が
死
亡
し
た
と
の
記
録

（『
種
子
島
家
譜
』
）
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
１
８
６
２
年
、
赦
免
と
な

っ
た
西
郷
隆
盛
が
奄
美
大
島
か
ら
帰
る
時
の
迎
え
の
船
は
、
枕
崎
の
船
で
し
た
。

途
中
何
回
も
時
化
に
遭

っ
た
た
め
、
枕
崎
に
寄
港
し
、
枕
崎
で
数
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

し

け

こ
の
頃
、
薩
摩
藩
で
は
、
鹿
籠
領
主
喜
入
久
高
を
家
老
に
登
用
し
、
公
武
合
体

へ
の
政
策
転
換
を
図

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
事
情
を
西
郷
に
話
し
て
召
還
す
る
に
は
、
久
高
の
治
下
に
あ
る
枕
崎
の
大
船

（
い
さ
ば
）
を
使
用
す

る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。


